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専スポの１年次生記者たちが、初めて

の取材活動。合気道、居合道、弓道、柔

道、少林寺拳法、東洋伝拳法の武道系６

部の活動を紹介する。

合
気
道
は
、投
げ
技
や
関
節
技
な
ど
、

体
術
を
主
と
し
、
相
手
の
攻
撃
を
利
用

け
い

こ

し
て
技
を
か
け
る
武
術
。
稽
古
は
試
合

形
式
で
は
な
く
、
受
け
手
と
攻
め
手
に

分
か
れ
、
互
い
に
技
を
見
せ
合
う
た
め

に
�
和
″
の
武
道
と
も
い
わ
れ
る
。

専
大
合
気
道
部
は
創
部
５０
年
の
歴
史

を
持
つ
。
今
年
は
２４
人
と
過
去
で
最
も

多
い
新
入
生
が
入
部
し
た
。
「
新
入
部

員
に
は
、
先
輩
の
姿
を
見
て
自
分
か
ら

技
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
語
る
浮

田
一
浩
主
将

（
文
４
・
東

北
高
）
。
上

級
生
が
少
な

い
の
で
、
自

主
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
込

め
ら
れ
て
い
る
。
練
習
は
毎
週
月
・
水

・
金
・
土
の
昼
に
行
わ
れ
、
時
に
は
明

治
神
宮
内
の
至
誠
館
で
稽
古
し
て
い

る
。主

将
の
目
標
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
合

気
道
の
技
の
中
で
、
い
か
に
自
分
ら
し

さ
を
組
み
込
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ

と
。
精
神
面
と
身
体
面
両
方
を
鍛
え
ら

れ
る
合
気
道
。
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み

て
ほ
し
い
。（

原

裕
太
郎
・
経
営
１
）

居
合
道
部
の
練
習
は
、
静
寂
な
空
気

の
中
で
始
ま
る
。
「
礼
に
始
ま
り
礼
に

終
わ
る
」
。
そ
の
言
葉
が
見
事
に
当
て

は
ま
る
。

部
員
は
４
年
次
生
２
人
、
１
年
次
生

５
人
の
計
７
人
。
ほ
と
ん
ど
が
大
学
か

ら
競
技
を
始
め
た
。
剣
道
と
違
い
、
相

手
と
向
か
い
合
っ
て
の
稽
古
は
し
な

い
。
敵
は
自
分
の
内
面
に
あ
る
た
め
、

い
か
に
集
中
し
自
分
の
演
武
が
で
き
る

か
が
重
要
な
の
だ
。「
常
に
探
求
す
る
面

が
あ
っ
て
、

わ
く
わ
く
す

る
こ
と
が
、

面
白
い
」
と

小
林
数
磨
主

将
（
法
４
・
春
日
部
高
）。

小
林
主
将
は
、今
年
の
目
標
を「
新
入

部
員
の
鍛
錬
と
、大
会
で
の
上
位
進
出
」

に
置
く
。
後
輩
た
ち
へ
の
力
の
こ
も
っ

た
指
導
か
ら
も
、
そ
の
意
気
込
み
が
う

か
が
え
た
。
４
年
次
生
は
最
後
の
大
会

が
控
え
て
お
り
、
稽
古
に
熱
が
入
る
。

自
身
の
理
想
を
求
め
て
い
く
居
合

道
。
ひ
と
振
り
に
か
け
る
思
い
も
ま
た

格
別
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
取
材
で

居
合
道
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

（
伊
藤

和
希
・
経
営
１
）

和
弓
を
用
い
、
矢
を
射
て
的
に
当
て

る
。
そ
の
一
連
の
所
作
を
通
じ
、
心
身

の
鍛
錬
を
す
る
日
本
の
武
道
。

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
同
好
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
、
日
本
学

生
弓
道
連
盟
発
足
と
同
時
に
加
盟
。
昭

和
５９
年
、
部
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
。

平
成
元
年
に
完
成
し
た
新
弓
道
場
（
北

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
）
で
部
員
た
ち
は

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

今
年
は
新
入
生
が
多
く
入
部
し
、
弓

道
場
に
は
い

つ
も
活
気
が

み
な
ぎ
っ
て

い
る
。

「
弓
道
の

魅
力
は
音
楽
と
似
て
い
る
」
と
は
楠
健

主
将
（
法
４
・
天
白
高
）
の
持
論
。
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
美
し
さ
を
磨
い
て
い
く
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、
音
楽
と
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
。
一
度
ハ
マ
っ
て
し

ま
う
と
、常
に
練
習
し
て
い
た
く
な
る
。

そ
れ
が
弓
道
の
魅
力
だ
と
も
い
う
。

９
月
に
は
リ
ー
グ
戦
（
男
子
３
部
・

女
子
２
部
）
が
始
ま
る
。
「
目
指
す
は

リ
ー
グ
優
勝
」
と
楠
主
将
は
静
か
に
闘

志
を
燃
や
す
。（

小
林

玲
奈
・
商
１
）

「
柔
道
の
良
さ
は
、
一
本
を
取
っ
た

時
の
快
感
。
自
分
は
入
学
後
あ
ま
り
成

績
を
残
せ
ず
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
に
苦
労
し
て
き
た
が
、
そ
の
喜
び
の

た
め
に
努
力
し
て
い
る
」
。
伊
藤
道
郎

主
将
（
商
４
・
山
形
工
高
）
は
柔
道
の

魅
力
を
こ
う
語
る
。

「
今
年
の
目
標
は
９
月
の
個
人
戦
で

各
部
員
が
で
き
る
だ
け
多
く
勝
ち
、
１１

月
の
全
国
大
会
へ
つ
な
げ
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
練
習
を
真

剣
に
、
か
つ

個
人
の
自
主

性
を
重
ん
じ

て
行
っ
て
い

る
。
ま
た
年

々
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
動
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

「
応
援
し
て
く
れ
る
方
々
の
た
め
に

も
、十
分
に
練
習
を
積
み
、勝
つ
こ
と
で

専
大
の
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

今
年
は
レ
ベ
ル
の
高
い
１
年
次
生
が

多
く
入
部
し
、
す
で
に
３
人
が
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
食
い
込
ん
で
い
る
。

（
高
宮

慎
平
・
文
１
）

昭
和
４１
年
（
１
９
６
６
）
に
同
好
会

と
し
て
発
足
し
た
。
す
で
に
４０
年
を
超

え
る
歴
史
が
あ
る
。

長
島
亮
太
主
将
（
経
済
４
・
川
越
東

高
）
は
新
入
生
に
つ
い
て
「
今
年
は
勧

誘
に
苦
労
し
た
。
新
入
生
が
入
部
し
た

の
は
６
月
ご
ろ
。
未
経
験
者
ば
か
り
だ

が
、
元
気
一
杯
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
話
し
た
。

７
月
１９
日
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
大
会

の
団
体
演
武
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
そ

の
結
果
、
１０

月
の
全
国
大

会
へ
の
切
符

を
手
に
入
れ

た
。

全
国
大
会
に
臨
む
に
あ
た
り
、
長
島

主
将
は
「
ま
ず
は
暑
さ
に
負
け
な
い
体

力
を
つ
け
る
こ
と
。
こ
れ
は
部
全
体
に

共
通
し
た
課
題
。
１１
月
に
も
全
日
本
学

生
大
会
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
練
習
を
重
ね
て
い
く
つ
も
り
だ
」
と

語
っ
た
。

最
後
に
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
「
少

林
寺
拳
法
を
通
し
て
、
全
国
に
専
大
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
い
」
と
語
り
、
今

後
の
更
な
る
躍
進
を
誓
っ
た
。

（
土
屋

杏
有
美
・
文
１
）

東
洋
伝
拳
法
と
は
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ンけん

グ
の
こ
と
。
東
洋
伝
拳
法
部
は
「
喧

か嘩
の
延
長
で
は
な
い
格
闘
技
と
し
て
の

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
強
調
し
て
き

た
。練

習
は
３
分
動
き
、
３０
秒
休
憩
を
繰

り
返
す
ラ
ウ
ン
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
サ

ン
ド
バ
ッ
グ
や
ミ
ッ
ト
を
使
っ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
迫
力
あ
る
内
容
だ
。

昨
年
度
の
全
日
本
学
生
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
選
手
権
の
フ
ェ
ザ
ー
級
で
優
勝

者

を

輩

出

し
、
今
年
度

も
好
成
績
を

目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、

プ
ロ
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
団
体
Ｎ
Ｊ

Ｋ
Ｆ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
参
戦

中
の
選
手
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
お

り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
斎
井
直
史

主
将（
経
済
４
・
秩
父
高
）は
「
今
後
は

大
会
で
良
い
成
績
を
残
す
と
と
も
に
、

全
体
の
意
識
を
高
め
て
〝
強
い
〟
部
に

し
て
い
き
た
い
。
格
闘
技
に
興
味
が
あ

る
人
、
強
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
入
部
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

（
小
澤

幸
希
乃
・
経
営
１
）

◇
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

８
月
２５
日
～
９
月
１４
日
（
北
海

道
苫
小
牧
市
）

◇
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

８
月
６
日
～
１７
日
（
長
野
県
野

尻
湖
）

◇
ゴ
ル
フ
部

８
月
９
～
１２
日
（
茨
城
県
笠
間

市
）

◇
サ
ッ
カ
ー
部

８
月
１７
～
２２
日
（
静
岡
県
御
殿

場
市
）

◇
水
泳
部

【
競
泳
】
８
月
７
～
１７
日
（
千

葉
市
稲
毛
区
）
【
水
球
】
８
月

２６
～
３１
日
（
富
山
県
富
山
市
）

◇
ス
キ
ー
部

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】
９
月

１８
～
２２
日
（
長
野
県
菅
平
高
原
）

◇
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部

８
月
１６
日
～
９
月
２７
日
（
北
海

道
帯
広
市
）

◇
漕
艇
部

８
月
１６
～
２７
日
（
神
奈
川
県
相

模
湖
）

◇
馬
術
部

９
月
７
～
１３
日
（
山
梨
県
小
淵

沢
）

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】
８
月
３１
日
～
９
月
４

日
（
名
古
屋
市
）
【
女
子
】
８

月
１７
～
２１
日
（
愛
知
県
刈
谷

市
、
名
古
屋
市
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

８
月
２２
～
２４
日
（
奈
良
県
天
理

市
）

◇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

８
月
１７
～
２６
日
（
北
海
道
美
瑛

町
）

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
部

９
月
１０
～
１３
日
（
埼
玉
県
羽
生

市
）

◇
野
球
部

８
月
８
～
１１
日
（
名
古
屋
市
）

◇
ラ
グ
ビ
ー
部

８
月
１０
～
１９
日
（
北
海
道
稚
内

市
）
、
８
月
１９
～
２８
日
（
長
野

県
菅
平
高
原
）

◇
陸
上
競
技
部

８
月
１４
～
２６
日
（
北
海
道
別
海

町
）

８
月
２７
日
～
９
月
２
日

（
北
海
道
新
得
町
）

◇
レ
ス
リ
ン
グ
部

８
月
１９
日
～
９
月
１４
日
（
東
京

都
北
区
）

◇
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
部

８
月
１０
日
～
１６
日
（
長
野
市
）

※
８
月
中
旬
以
降
実
施
の
主
な
日

程
の
み
掲
載
。

◇
馬
術
部

菅
谷

泰
一
（
経
済
２
・
浦

和
東
高
）

靏
林

舞
（
商
３
・
市
立
前

橋
高
）

日
韓
馬
術
大
会
（
８
月
３０

日
～
９
月
２
日
∥
福
井
県

福
井
馬
術
競
技
場
）

８
月
８
日
開
幕
の
第
９１
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

に
、
２
人
の
本
学
卒
業
生
が

監
督
と
し
て
出
場
し
て
い
る
。

山
梨
県
代
表
の
山
梨
学
院

大
学
付
属
高
校
の
須
田
喜
照

さ
ん
（
平
５
商
）
、
岐
阜
県

代
表
の
県
立
岐
阜
商
業
高
校

の
藤
田
明
宏
さ
ん
（
平
２
経

済
）
が
、
５
日
目
の
１
回
戦

第
３
試
合
で
激
突
す
る
。
Ｏ

Ｂ
対
決
に
注
目
だ
。

レ
ス
リ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
大
会
が

７
月
１９
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
の
バ
ク
ー
で
行
わ
れ
、

レ
ス
リ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
の
稲
葉

泰
弘
さ
ん
（
平
２０
経
営
∥
警

視
庁
）
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

５５
㎏
級
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
。
稲
葉
さ
ん
は
３
試
合
を

勝
ち
進
ん
だ
が
、
決
勝
で
北

京
五
輪
５
位
の
ナ
ミ
ク
・
セ

フ
デ
ィ
モ
フ
選
手
（
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
）
に
敗
れ
た
。

合
宿
日
程

技
の
創
造
性
に
主
眼

�
和
�の
武
道
の
極
致

ひ
と
振
り
に
か
け
る

敵
は
自
分
の
内
面
に

リ
ー
グ
優
勝
目
指
し

活
気
み
な
ぎ
る
道
場

▲ 先輩たちが熱心に技を指導

▲ 精神を集中し、演武を磨く

（撮影＝笠井規史・商１）

▲ 弓道場での練習風景

（撮影＝原）

武道特集部部活活拝拝見見
�
一
本
�の
快
感
求
め

ひ
た
す
ら
努
力
積
む

全
国
大
会
で
活
躍
し

専
大
の
名
を
高
め
る

ハ
ー
ド
な
練
習
重
ね

選
手
権
で
上
位
成
績

卒
業
生
監
督

２
人
が
出
場

稲
葉
さ
ん
が
準
優
勝

レ
ス
リ
ン
グ
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

夏
の
全
国
高
校
野
球

▲ 全国大会に向け、形を確認する

（撮影＝飯塚樹・文１）

▲ ミット打ちで汗を流す部員たち

（撮影＝吉田駿・法１）

▲ レギュラー入り目指し、練習

にも力が入る（撮影＝笠井）

専スポ新入部員の

第４６７号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００９年（平成２１年）８月７日（１１）


